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テ
ー
マ
は
、回
勅
『
ラ
ウ
ダ
ー
ト
・

シ
』
の
祈
り
よ
り
「
す
べ
て
の
い

の
ち
を
守
る
た
め
」
で
あ
っ
た
。

実
は
こ
の
内
容
は
、
今
世
紀
初
頭

に
、
日
本
の
司
教
団
か
ら
一
般
に

向
け
て
発
表
さ
れ
た
『
い
の
ち
へ

の
ま
な
ざ
し
―
―
二
十
一
世
紀
へ

の
司
教
団
メ
ッ
セ
ー
ジ
』（
カ
ト

リ
ッ
ク
中
央
協
議
会
）
に
ま
で
遡

る
。「
聖
書
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

「
揺
ら
ぐ
家
族
」「
生
と
死
を
め
ぐ

「
わ
た
し
は
若
い
と
き
か
ら
日

本
に
共
感
と
愛
着
を
抱
い
て
き
ま

し
た
」。
昨
年
（
二
〇
一
九
年
）

来
日
し
た
ロ
ー
マ
教
皇
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
は
、
日
本
に
到
着
後
す
ぐ
の

日
本
の
司
教
団
と
の
会
合
で
、
満

面
の
笑
み
を
湛
え
な
が
ら
こ
の
よ

う
に
語
り
か
け
た
。

一
般
出
版
社
発
行
の
カ
レ
ン

ダ
ー
で
さ
え
飛
ぶ
よ
う
に
売
れ
る

ほ
ど
の
人
気
を
誇
る
教
皇
だ
が
、

か
つ
て
の
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
軍
事
独

裁
政
権
と
対
峙
し
た
本
名
ホ
ル

ヘ
・
マ
リ
オ
・
ベ
ル
ゴ
リ
オ
師
に

は
、
何
も
の
に
も
動
じ
な
い
強
面

の
一
面
も
あ
る
。

そ
の
姿
勢
は
、
違
法
薬
物
か
ら

若
者
た
ち
を
救
う
活
動
の
最
中
に

殺
さ
れ
た
司
祭
の
追
悼
ミ
サ
で
、

「
マ
フ
ィ
ア
に
属
す
る
者
は
キ
リ

ス
ト
教
徒
と
し
て
生
き
る
こ
と
は

で
き
な
い
」
と
説
き
、「
変
わ
り

な
さ
い
。
自
分
自
身
や
お
金
の
こ

と
を
考
え
る
の
を
や
め
、
悔
い
改

め
な
さ
い
」
と
い
う
発
言
に
も
遺

憾
な
く
発
揮
さ
れ
て
い
る
（
シ
チ

リ
ア
島
で
の
説
教
、
二
〇
一
八

年
）。
自
分
の
い
の
ち
を
も
顧
み

ず
に
強
烈
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
語
り

か
け
る
、
ロ
ッ
ク
ス
タ
ー
教
皇
と

称
え
ら
れ
る
所
以
で
あ
る
。

ヨ
ハ
ネ
・
パ
ウ
ロ
二
世
以
来
二

度
目
と
な
る
今
回
の
教
皇
訪
日
の

無
駄
遣
い
」「
本
来
そ
れ
は
、人
々

の
全
人
的
発
展
と
自
然
環
境
の
保

全
に
使
わ
れ
る
べ
き
も
の
」
と
述

べ
、「
こ
れ
ら
は
神
に
歯
向
か
う

テ
ロ
行
為
だ
」
と
明
言
。
日
本

二
十
六
聖
人
殉
教
地
で
の
、「
世

界
の
隅
々
に
至
る
ま
で
、
信
教
の

自
由
が
保
障
さ
れ
る
よ
う
声
を
上

げ
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
宗
教
の
名

を
使
っ
た
す
べ
て
の
不
正
に
対
し

て
も
声
を
上
げ
ま
し
ょ
う
」
と
の

呼
び
か
け
や
、長
崎
の
ミ
サ
で
の
、

主
の
苦
悶
に
寄
り
添
う
と
き
、「
い

つ
で
も
ど
こ
に
お
い
て
も
救
い
を

差
し
出
す
と
い
う
主
の
生
き
方
を

確
か
め
る
こ
と
に
な
る
」
と
の
言

葉
に
も
明
確
に
表
れ
て
い
る
。

そ
れ
は
広
島
の
平
和
記
念
公
園

で
も
続
い
た
。「
戦
争
の
た
め
に

原
子
力
を
使
用
す
る
こ
と
は
、
現

代
に
お
い
て
、
犯
罪
以
外
の
何
も

の
で
も
あ
り
ま
せ
ん
」「
核
兵
器

の
保
有
は
、
そ
れ
自
体
が
倫
理
に

反
し
て
い
ま
す
」。五
万
人
が
集
っ

た
後
楽
園
ド
ー
ム
で
の
ミ
サ
で

は
、
教
会
が
「
い
の
ち
の
福
音
を

告
げ
る
」と
は
、「
傷
の
い
や
し
と
、

和
解
と
ゆ
る
し
の
道
を
、
つ
ね
に

差
し
出
す
準
備
の
あ
る
、
野
戦
病

院
と
な
る
」
こ
と
だ
と
強
調
。
大

震
災
の
被
災
者
に
は
、「
私
た
ち

に
も
っ
と
も
影
響
す
る
悪
の
一
つ

は
、
無
関
心
の
文
化
で
す
。
家
族

の
一
人
が
苦
し
め
ば
家
族
全
員
が

と
も
に
苦
し
む
と
い
う
自
覚
を
も

て
る
よ
う
、
力
を
合
わ
せ
る
」
必

要
性
に
言
及
し
た
。 

こ
れ
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
結
び

合
わ
せ
れ
ば
、
教
皇
と
青
年
た
ち

と
の
対
話
で
の
「
だ
れ
の
た
め
に

生
き
て
い
る
の
か
。
だ
れ
と
、
人

生
を
共
有
し
て
い
る
の
か
」
と
自

分
に
い
つ
も
問
い
か
け
る
よ
う
促

す
語
り
か
け
と
も
重
な
り
つ
つ
、

「
い
の
ち
」
と
コ
ム
ニ
オ
（
一
致
・

交
わ
り
）
の
共
鳴
が
感
じ
ら
れ
る

に
違
い
な
い
。

 （
公
益
財
団
法
人
東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
監
事
）

る
諸
問
題
」
を
扱
っ
た
本
書
は
教

会
文
書
と
し
て
は
珍
し
く
版
を
重

ね
、
数
年
前
に
は
全
面
改
訂
と
共

に
「
環
境
」「
原
子
力
発
電
」「
格

差
と
貧
困
」「
差
別
」「
戦
争
・
暴

力
」
な
ど
が
加
え
ら
れ
、
増
補
新

版
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
「
す
べ
て
の
人
が
与
え
ら

れ
た
い
の
ち
を
十
全
に
生
き
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
」（「
増
補
新

版
の
た
め
の
前
書
き
」）と
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
は
、
現
代
世
界
、
特
に
日

本
が
お
か
れ
て
い
る
社
会
状
況
の

問
題
点
の
考
察
と
教
会
の
姿
勢
を

示
し
、
日
本
国
憲
法
を
尊
重
し
、

い
か
な
る
戦
争
に
も
反
対
す
る
決

意
表
明
と
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
ら

は
今
回
の
教
皇
の
発
言
・
説
教
と

完
全
に
呼
応
し
合
っ
て
い
る
。

長
崎
の
爆
心
地
で
教
皇
は
、「
軍

備
拡
張
競
争
は
、
貴
重
な
資
源
の

ロ
ー
マ
教
皇
の
ま
な
ざ
し

��

関
東
運
営
委
員　
　
　
　

 　

�

進
藤　

重
光　
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11
月
29
日
（
金
）
の
夜
、
第
７

回
「
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
に
そ
の
本

音
を
聞
く
」
が
、
日
本
キ
リ
ス
ト

教
会
館
近
く
の
喫
茶
室
で
開
催
さ

れ
た
。
こ
の
企
画
は
、
ビ
ー
ル
や

コ
ー
ヒ
―
な
ど
を
飲
み
な
が
ら
編

集
者
や
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
に
そ
の

本
音
を
語
っ
て
も
ら
う
と
い
う
少

人
数
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
。

今
回
の
ゲ
ス
ト
は
、
元
・
毎
日

新
聞
記
者
の
佐
々
木
宏
人
さ
ん
。

佐
々
木
さ
ん
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
信

者
で
、昨
年
『
封
印
さ
れ
た
殉
教
』

逮
捕
、
そ
し
て
戦
時
下
の
横
浜
教

区
長
に
着
任･･･

と
、
そ
の
生
涯

の
歩
み
を
丹
念
に
跡
付
け
て
い

る
。
そ
の
探
索
は
、
ヴ
ァ
チ
カ
ン

の
極
秘
資
料
や
ア
メ
リ
カ
公
文
書

館
に
ま
で
及
ぶ
入
念
な
も
の
で
あ

る
。「

カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
で
は
、

４
０
０
年
前
の
殉
教
者
の
こ
と
は

い
ろ
い
ろ
調
べ
て
福
者
に
列
福
す

る
運
動
に
は
熱
心
で
す
が
、
70
年

前
の
殉
教
者
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん

ど
無
関
心
な
ん
で
す
。
そ
れ
は
何

故
か
。
戦
時
体
制
に
抵
抗
し
て
札

幌
教
区
長
時
代
に
逮
捕
さ
れ
た
こ

と
も
あ
る
戸
田
神
父
の
足
跡
が
明

ら
か
に
な
る
と
、
そ
の
当
時
の
カ

ト
リ
ッ
ク
教
会
の
実
情
が
暴
か
れ

る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
は
な
い

か
」
と
佐
々
木
さ
ん
は
語
る
。

広
報
不
足
も
あ
っ
て
参
加
者
が

少
な
か
っ
た
の
は
残
念
だ
っ
た

が
、
戸
田
事
件
だ
け
で
な
く
、
戦

時
下
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
弾
圧

や
そ
の
実
情
を
詳
し
く
知
る
こ
と

が
で
き
た
貴
重
な
機
会
で
あ
っ

た
。 
（
戒
能
信
生
）

（
フ
リ
ー
プ
レ
ス
）
を
刊
行
さ
れ

て
い
る
。

１
９
４
５
年
８
月
18
日
、
す
な

わ
ち
終
戦
３
日
後
に
カ
ト
リ
ッ
ク

横
浜
教
区
長
戸
田
帯
刀
神
父
が
、

司
祭
館
で
何
者
か
に
銃
殺
さ
れ

た
。
使
用
さ
れ
た
拳
銃
な
ど
か
ら

軍
の
関
与
が
強
く
疑
わ
れ
た
が
、

敗
戦
直
後
の
混
乱
も
あ
っ
て
、
結

局
迷
宮
入
り
に
な
っ
た
事
件
で
あ

る
。
し
か
し
そ
の
真
相
究
明
に
、

当
時
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
上
層
部

が
及
び
腰
だ
っ
た
の
だ
。
そ
れ
は

何
故
か
と
い
う
謎
を
め
ぐ
っ
て
取

材
を
進
め
て
い
る
。
戸
田
神
父
の

少
年
時
代
か
ら
始
ま
り
、
カ
ト

リ
ッ
ク
信
仰
と
の
出
会
い
、
開
成

中
学
か
ら
小
神
学
校
に
進
み
、
ウ

ル
バ
ノ
大
学
へ
と
留
学
、
叙
階
さ

れ
て
帰
国
後
、
い
く
つ
か
の
小
教

区
を
経
て
、
札
幌
教
区
長
と
し
て

の
働
き
と
治
安
維
持
法
違
反
で
の

関
東
活
動
セ
ン
タ
ー

 
●
２
０
１
９
年
度 

関
東
フ
ォ
ー
ラ
ム
今
日
的
課
題
Ⅱ

　
「
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
が
そ
の
本
音
を
語
る
」
第
２
回

　

佐
々
木
宏
人
さ
ん
に
聞
く

 

「
著
書
『
封
印
さ
れ
た
殉
教
』
に
つ
い
て
」

 

講
師
：
元
毎
日
新
聞
中
部
本
社
代
表　

佐
々
木�

宏
人
さ
ん

２
０
１
９
年
１
１
月
２
９
日（
金
）

会
場　

カ
フ
ェ
ス
ナ
ッ
ク「
Ｖ
ｉ
ａ
」

謹
賀
新
年

　

今
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

 

公
益
財
団
法
人
日
本
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
ア
カ
デ
ミ
ー

 

代
表
理
事　

中
村　

信
博 　

評
議
員 

神
﨑　

清
一 

理
事 

石
田　

光
男

　

〃 

木
原　

活
信 

 

〃 

戒
能　

信
生

　

〃 

小
原　

克
博 

 

〃 

神
田　

健
次

　

〃 

西
原　

廉
太 

 

〃 

神
保　

正
男

　

〃 

増
田　

琴 
 

〃 

原　
　

牧
人

　

〃 

柳
井　

一
朗 

監
事  

黒
岩　

裕
二

　

〃 

横
野　

朝
彦 

 

〃 

棟
方　

信
彦

 

（
五
十
音
順
）

関
東
活
動
セ
ン
タ
ー 

関
東
運
営
委
員
長 

戒
能　

信
生

 
 

所
長
代
行 

原　

 

牧 

人

関
西
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
活
動
セ
ン
タ
ー

 
 

関
西
運
営
委
員
長 

山
﨑　

和
明

 
 

所
長
代
行 

榎
本　

栄
次

関
西
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス 

経
営
委
員
長 

神
保　

正
男

 
 

館
長  

森
口　

明
洋

本
部
事
務
局  

事
務
局
長 

奥 

田 　

豊

 
 

 
 

職 

員 

一 

同
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と
、邦
楽
席
（
箏
演
奏
）
を
巡
り
、

新
進
日
本
画
家
、
佐
々
木
真
士
さ

ん
の
作
品
展
「
ガ
ン
ジ
ス
河
を
巡

る
」
で
は
幅
14
ｍ
を
超
え
る
大
作

な
ど
を
鑑
賞
し
て
、
イ
ン
ド
の

人
々
や
風
土
を
感
じ
、
コ
ン
サ
ー

ト
で
は
、民
族
楽
器
奏
者
ロ
ビ
ン
・

ロ
イ
ド
さ
ん
に
よ
る
、
ア
フ
リ
カ

や
ア
ジ
ア
各
地
の
楽
器
の
自
在
な

演
奏
で
、「
森
の
音
、
地
球
の
音
、

心
の
音
」
を
聴
い
た
。

今
回
新
た
な
試
み
と
し
て
、
テ

ラ
ス
に
２
つ
の
屋
台
が
並
ん
だ
。

一
方
の
、
プ
チ
・
ド
イ
ツ
・
グ
ル

織
な
ど
日
本
の
伝
統
産
業
に
も
多

く
の
朝
鮮
人
労
働
者
が
関
わ
っ
て

い
た
話
な
ど
を
聞
い
た
後
、
元
徴

用
工
判
決
に
つ
い
て
考
え
た
。
日

本
政
府
は
日
韓
協
定
で
解
決
済
み

と
し
て
い
る
一
方
、
慰
安
婦
問
題

な
ど
残
っ
て
い
る
問
題
が
あ
る
こ

と
も
政
府
は
認
め
て
い
る
。
個
人

の
損
害
賠
償
や
慰
謝
料
の
請
求
に

つ
い
て
は
、
大
法
院
判
決
を
尊
重

し
誠
実
に
対
応
す
る
必
要
が
あ
る

と
強
く
感
じ
た
。

水
野
さ
ん
は
、
専
門
用
語
を
あ

ま
り
使
わ
ず
身
近
な
事
象
と
繋
げ

な
が
ら
、
わ
か
り
や
す
く
お
話
を

さ
れ
、
ま
だ
ま
だ
聞
き
た
い
と
い

う
感
想
が
多
か
っ
た
。

多
く
の
方
々
の
ご
協
力
を
得

て
、
今
年
度
も
大
過
な
く
「
も
み

じ
ま
つ
り
」
を
開
催
で
き
た
。

当
日
は
、
と
て
も
暖
か
な
日
差

し
に
恵
ま
れ
た
。
参
加
者
は
、
照

る
山
も
み
じ
を
愛
で
な
が
ら
、
三

席
そ
れ
ぞ
れ
の
趣
向
の
お
茶
席

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
は
、

ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
線
路
建
設
の
難
工

事
や
私
た
ち
の
暮
ら
し
を
支
え
て

き
た
イ
ン
フ
ラ
工
事
に
戦
前
か
ら

実
に
多
く
の
朝
鮮
人
労
働
者
が
携

わ
っ
て
い
た
こ
と
や
朝
鮮
半
島
と

日
本
と
が
古
来
か
ら
密
接
な
関
係

に
あ
り
な
が
ら
、
多
大
な
犠
牲
を

強
い
て
き
た
歴
史
の
歩
み
が
神
社

の
石
碑
な
ど
に
残
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
日
本
社
会
の
現
在
の
有

り
様
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
っ
た
。

第
２
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
戦
前

ど
の
よ
う
な
経
過
で
朝
鮮
半
島
か

ら
２
０
０
万
人
を
超
え
る
人
た
ち

が
日
本
に
渡
っ
て
き
た
の
か
を
考

え
た
。
耕
作
地
を
奪
わ
れ
た
最
下

層
の
貧
困
層
だ
け
で
な
く
、
日
本

か
ら
も
70
万
人
が
公
務
員
・
警
察
・

教
師
な
ど
と
し
て
半
島
に
渡
っ
た

た
め
、
仕
事
を
奪
わ
れ
た
人
た
ち

も
日
本
に
渡
っ
て
き
た
こ
と
な
ど

が
わ
か
っ
た
。

第
３
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
西
陣

関
西
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
活
動
セ
ン
タ
ー

メ
に
は
、
ド
イ
ツ
ビ
ー
ル
と
ホ
ッ

ト
ワ
イ
ン
、
ソ
ー
セ
ー
ジ
に
ホ
ッ

ト
ド
ッ
グ
、
も
う
一
方
は
、
き
の

こ
鍋
、
特
製
ス
イ
ー
ツ
、
お
に
ぎ

り
が
屋
台
に
の
ぼ
っ
た
。
こ
れ
ま

で
に
経
験
の
な
い
ほ
ど
気
温
が
上

昇
し
、
温
か
い
も
の
よ
り
、
ビ
ー

ル
に
人
気
が
あ
っ
た
。

 
●
２
０
１
９
年
度

　
　

 
関
西
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス

 

　 
も
み
じ
ま
つ
り

２
０
１
９
年
１
１
月
２
３
日（
土
・
祝
）

共
催　

関
西
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス

 

●
２
０
１
９
年
度 

「
開
発
教
育
セ
ミ
ナ
ー
」
第
５
回

 

「
在
日
コ
リ
ア
ン
の
歴
史
か
ら
学
び
、
未
来
を
考
え
る
」

　
　

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク�〈
八
瀬
・
岩
倉
エ
リ
ア
〉
と
セ
ミ
ナ
ー

 

元
京
都
大
学
教
授
、 

同

志
社
大
学
非
常
勤
講
師　

水
野　

直
樹
さ
ん

�

２
０
１
９
年
１
１
月
３
０
日（
土
）～
１
２
月
１
日（
日
）
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◆関東活動センター
■2019 年度聖書を読む講座Ⅰ
新しい聖書の学び「マルコ福音書を
ジックリと読む」（第２期）（全10回）
講　師： 山口里子さん（日本フェミ

ニスト神学・宣教センター
共同ディレクター）

日　時： ⑩2月4日火曜18：30～20：00
会　場： 早稲田奉仕園スコットホー

ル 222
参加費： 1,200 円／学生 500 円
共　催： 早稲田奉仕園
■2019 年度聖書を読む講座Ⅱ
「上林順一郎牧師と一緒に聖書を読もう
―この時代の中で、聖書からのメッ
セージを読み解く―」
第 1期「イエスの教えと生きざま
～福音書から」
講　師： 上林 順一郎さん
日　時： ④1月29日、⑤2月26日
  水曜 14：00～16：00（全5回）
会　場： 早稲田奉仕園セミナーハウ

ス 101 号室
参加費： 1,000 円／学生 500 円
共　催： 早稲田奉仕園
■2019 年度 関東フォーラム今日的課題Ⅱ
「ジャーナリストがその本音を語る」第3回
川畑泰さんに聞く「英字新聞記者と
しての経験から」
講　師： 川畑 泰さん（元「ジャパン・

タイムズ」論説委員長）
日　時： 2月14日（金）18：00～20：00
会　場： カフェスナック ViA（新宿

区西早稲田 2-3-21）
参加費： 1 回 1,500 円（ワンドリン

ク付き）
■2019 年度 研究会
「さらに豊かな礼拝のために～言葉
を届けるトレーニング」（全 10回）
講　師： 友野 富美子さん（日本キ

リスト教団吉祥寺教会担任
教師）

日　時： ⑨2月18日、③3月17日
  火曜 18：00～20：00
会　場： 日本基督教団巣鴨ときわ教会
参加費： 1 回 1,200 円
◆関西セミナーハウス
■月釜「清心会」
日　時： 2月9日、3月8日
  日曜 9：00～15：00 受付
於：関西セミナーハウス

年会費： 4,000 円、臨時会費 1,000 円
◆関西セミナーハウス活動センター
■2019 年度修学院フォーラム「福祉」
第２回「「福音家族」について」
講　師： 晴佐久 昌英さん（カトリッ

ク上野教会・浅草教会主任
司祭、「福音家族」主宰）

日　時： 2020年2月22日（土）
  13：30～17：30
会　場： 関西セミナーハウス
参加費： 2,300 円 学生 500 円
  （コーヒー付）

公益財団法人　日本クリスチャン・アカデミー
代表理事　中村　信博

本部事務局
〒 606-8134 京都市左京区一乗寺竹ノ内町 23

TEL 075-711-2147
FAX 075-701-5256

関東活動センター
〒 169-0051　東京都新宿区西早稲田 2-3-18

日本キリスト教会館 1Ｆ
TEL 03-3207-6198

E-mail:info@academy-tokyo.com
関西セミナーハウス /
関西セミナーハウス活動センター
〒 606-8134 京都市左京区一乗寺竹ノ内町 23

FAX 075-701-5256
関西セミナーハウス

TEL 075-711-2115
E-mail:info@kansai-seminarhouse.com

関西セミナーハウス活動センター
TEL 075-711-2117

E-mail:office@academy-kansai.org

プログラム案内

財団本部	 http://www.academy-nippon.com
関東活動センター	http://www.academy-tokyo.com
関西セミナーハウス
	 http://www.kansai-seminarhouse.com/
関西セミナーハウス活動センター
	 http://www.academy-kansai.org

2019年12月1日～12月31日（順不同・敬称略)
◆関東活動センター
賛助会費
松浦　茂長� 5,000�
島田　治夫� 2,500�
東矢　高明� 5,000�
ランデス　ハル� 5,000

寄付金（クリスマス寄付金を含む）
毛利　亮子� 3,000�
蔭山　淳� 10,000�
斎藤　潤� 3,000�
小林　義彦� 3,000�
最上　光宏� 2,000�
河原田　美哉子� 5,000�
小林　誠治� 10,000�
横浜雙葉中学・高等学校� 20,000�
松本　誠� 5,000�
大石　貞子� 2,000�
萩原　好子� 5,000�
恵泉女学園中高・宗教部� 20,000�
石川　憲彦� 10,000�
高柳　允子� 1,000�
飯田　庸子� 2,000�
ランデス　ハル� 15,000

神学生プログラム寄付金
古賀　暢子� 5,000�
神田　健次� 5,000�
関西学院大学神学部後援会� 20,000
桃井　明男� 5,000�
萩原　好子� 5,000�
市川　邦雄� 5,000�
松下　起子� 1,000�
吉崎　聆子� 3,000�
島田　治夫� 2,000

◆関西セミナーハウス
寄付金
柴田　賢司� 10,000
神田　健次� 5,000
野嶋　和雄� 10,000

◆関西セミナーハウス活動センター
賛助会費
蔭山　淳� 10,000

伏見一麦教会� 10,000
脇坂　照世� 5,000
木原　諄二� 5,000
白方　誠彌� 10,000

寄付金（クリスマス寄付金を含む）
匿名� 5,000
山本　良昭� 10,000
和田野　勢津子� 5,000
山添　みどり� 3,000
家形　日出� 5,000
小久保　正� 10,000
間瀬　啓允� 3,000
手銭　秀夫� 5,000
林　律� 10,000
藤田　敦子� 5,000
宗教法人国際シャローム・キリスト教会� 4,000
中村　信博� 20,000
浦　晴子� 10,000
日本基督教団希望ヶ丘教会� 10,000
菅　恒敏� 3,000
武田　正一� 3,000
中西　綾子� 3,000
樋口　よう子� 10,000
坂口　みどり� 3,000
日本キリスト教会吉田教会� 5,000
川北　かおり� 10,000
多田出　佳代子� 1,000
神戸女学院ハニー会�糸原由美子�20,000
榎本　栄次� 20,000
木原　諄二� 5,000
春名　康範� 10,000
鳥井　清司� 5,000
鳥井　操� 5,000
東　千代� 2,000
島田　恒� 5,000
杉本　尚司� 2,000
岩坂　二規・泰子� 3,000
日本キリスト教団和歌山新生伝道所� 3,000
真鍋　裕子� 3,000

	以上感謝をもってご報告申し上げます。

賛 助 会 費 ・ 寄 付 金 報 告

関西セミナーハウス〈修学院きらら山荘〉
京都・比叡の麓、四季折々に―

宿泊研修、会議、個人様ご宿泊にも。
℡ 075-711-2115（代）


